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佃的】

出血性ショックは全身性の虚血を引き起こし,蘇生する事により再濯流障害をきたす.これらの虚血再

涯流障害により肺・腎臓・小腸などの全身の臓器障害をきたし,しばしば臓器不全から多臓器不全にいた

ることがある.特に腎臓は臓器不全の標的臓器となる事が多く,そのメカニズムは解明されていないこと

が多い.丘、10は腎障害に対して保護作用がある側面,腎機能悪化に関与しているともいわれている

また, HSPSは細胞の機能維持および修復に関与しており,腎虚血障害においても修復機転に関与して

いると言われている

本研究では,出血性ショック後早期における腎障害の発現,1L・10 ならびにHSPS 田SP70, HSP27)の

関連性の有無を目的とした

【方法】

ワイルドマウスならびに丘、10 ノックァウトマウスを用い出血性ショックモデルマウスを作製し,ラク

テートリンゲル液にて蘇生を行い,サイトカインの推移,血奬タンパク,アルブミン,尿素窒素,クレア

チニン値の推移ならびに腎組織障害の発現と Heatshockprotein群の発現を評価した

【結果】

出血性ショック殊生後2時間の炎症性サイトカインの上昇がみられた.血策タンパク,アルブミンはワ

イルド群においてコントロール群と比ベ蘇生後4時間で有意に低下していた.尿素窒素,クレアチニンは

蘇生後4時間のワイルド群で有意に高値を示した.腎組織では,蘇生後48時間にワイルド群がノツクァ

ウト群に比ベ尿細管の空胞化と壊死を強く認めた. HSP70は蕪生後48時間にノックァウト群の方がワイ

ルド群よりも尿細管で発現傾向が認められた. HSP27は糸球体に経時的に発現が認められた

【考察】

出血性ショック後の腎障害は早期に発現していることが示唆され,丘・10の腎に対する効果は組織障害

の軽減と増悪の両面性があると考えられた. HSP70, HSP27は抗アポトーシス蛋白であり,腎の虚血再涯

流モデルにおいてHSP70の誘導は急性腎障害を軽減するという報告もある. HSP70は尿細管に, HSP27

は腎糸球体に発現を認めたことより,障害組織に対する修復にはHSPの組織特異性があると考えられた

【結論】

出血性ショックモデルにおいて丘、10がマウスの腎障害に影響を及ぼしていると考えられた. HSP70が

腎尿細管障害の修復に関与している可能性が示唆され, HSP27は出血性ショック殊生後早期より糸球体

障害防御・修復に関与していると示唆された
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